
研究の目的：α核種の吸入による生物学的影響を横断的に検討すること

ラドンを代表としたアルファ核種の吸入による内部被ばくの横断的生体影響評価

研究代表者：片岡隆浩（岡山大学）

【研究概要】

①細胞レベルでの線量評価

②組織レベルでの影響

③個体レベルでの影響
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様々なパターンでシミュレーション

①細胞レベルでの線量評価 ②組織レベルでの評価 ③個体レベルでの評価
脳・肺・⼼臓・肝臓・膵
臓・胃・腎臓・⼩腸・⼤
腸中の抗酸化能（活性酸
素除去能）の評価と，代
表的な抗酸化物質である
グルタチオンの合成に関
与する硫⻩化合物の網羅
的な解析結果を，主成分分
析等を⽤いて総合的に解析

1F廃炉への貢献

αダストの健康影響 ラドン（α核種）の生体影響に関する研究（抗酸化機能の亢進）



研究成果の１F実機適用/社会実装イメージ

抗酸化物質，過酸化脂質量（LPO)，過酸化⽔素(H2O2)の
バランスが，ラドン吸⼊により変化 ⇒ 酸化ストレス
を受けている（レドックス状態が変化） ⇒ 正常組織のレドックス状態に依存
DNAの酸化損傷の抑制には，活性酸素種除去能が寄与

α線の被ばくを細胞レベルで
⾒ると，微⼩空間ごとに付与
されているエネルギーは様々

GSHの⽣成に関
与するシステムが
働いている

⇓
これまで被ばくに
よる影響を知られ
ていなかった
GSSHやCysSSH
などのイオウ関連
物質を検出したα線
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α線エネルギーは同程度
α線による影響の違い
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抗酸化能の⾼い組
織・低い組織，（酸
化ストレスの指標で
ある）過酸化脂質量
の多い組織などの特
徴を抽出


